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いよいよ明日は運動会です。 
 ９月２１日（火）には、総練習を行いました。

いよいよ明日が運動会です。子どもたちは、「み

んなで心を一つに協力し、勝っても負けても笑

顔になる運動会」を目指して、一生懸命練習に

取り組みました。いよいよ明日です。心からの

応援をよろしくお願いいたします。 

髙向先生、お疲れ様でした。 
 ９月６日（月）から２週間の予定で四小に
おいて教育実習を行っておられた、髙向先
生ですが、１６日（木）に研究授業をされ
て、１７日（金）で実習を終了されました。
研究授業では、国語「やまなし」（宮沢賢治）
をされました。学習課題は「なぜ、賢治は
『やまなし』という題名をつけたのだろう」
でした。この課題は、「やまなし」という作
品の読み取りと賢治の生き方についての学
びが必要になります。授業では、まず、「５
月」と「１２月」の場面の比較をして、「か
わせみ」と「やまなし」がどのようなイメー
ジか話し合いました。そして、６年生の子ど
もたちは、「やまなしはやさしい存在で、そ
れは、賢治と同じだ」など、賢治の生き方と
「やまなし」を関連付けていました。最後
に、みんなで『やまなし』を音読して授業は
終わりました。 
 髙向先生にとって、初めての教育実習で
したが、「充実した２週間でした。」と話され
ていました。四小の卒業生としての誇りを
もって、立派な先生になってほしいと思っ
ています。 
 

宮沢賢治の作品から･･･。 
６年生が国語で学習している「やまなし」

は宮沢賢治の作品ですが、この授業のあと、
賢治の詩「雨にも負けず」を再度読み直し
てみました。「雨にも負けず 風にも負け
ず 雪にも夏の暑さにも負けぬ…（中略）
東に病気の子供あれば 行って看病して
やり 西に疲れた母あれば 行ってその
稲の束を背負い 南に死にそうな人あれ
ば 行って怖がらなくても良いと言い  
北に喧嘩や訴訟があれば つまらないか
らやめろと言い 日照りのときは涙を流
し 寒さの夏はオロオロ歩き 皆にデク
ノボーと呼ばれ褒められもせず苦にもさ
れず そういう者に 私はなりたい」 
賢治の生き方から、人の 

弱さや痛み、悲しみなどを 
わかり、思いやる心を育て 
ていくことの大切さを考え 
させられました。子どもた 
ちとともに学び続けます。 
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４・５・６年生のよさこいソーランは、当日
のお楽しみです！手作りの素敵な法被を着
て、最高の演技をお見せします！！ 


